
ウイルス性急性胃腸炎
感染性胃腸炎・嘔吐下痢症

ウイルス性胃腸炎（感染性胃腸炎・嘔吐下痢症）とは                 

　ロタウイルス・ノロウイルス・アデノウイルスなどを原因として起こる
胃腸炎の総称です。多くは嘔吐で発症し、次いで下痢が始まります。 
　38-39度くらいの熱を伴うこともあります。激しい嘔吐は1-２日間程度
でおさまりますが、下痢は１週間ほど続く場合もあります。
　主な感染経路としては以下のものがあります。感染後の潜伏期間は
概ね1-3日です。

治療について                  

　現在のところ、これらのウイルスに有効な抗ウイルス薬はありません
ので、脱水の予防が治療の主体となります。特に乳幼児においては、以
下の点にご留意願います。

1）吐いていても水分だけは与え続けてください。
2）嘔吐のひどい最初の一日は、とにかく水分（イオン飲料）だけを与える。
3）嘔吐がおさまり次第、早期に離乳食、おじや、おかゆ（塩分は多めに）などを
与える。
4）乳糖不耐症を起こすことが多いので、下痢のひどい間は、ミルクと一緒にイ
オン飲料も与える。
5）尿がでない・舌が乾いている・泣いても涙が出ない・顔が青白くなりウトウト
するなど、脱水が高度の場合は点滴が必要となります。
6）入浴は、下痢があっても元気がよければかまいません。

お薬について             

  以下のような薬が処方されます（小児の例）。

1）整腸剤：ラックB・ビオフェルミンなど
2）吐気どめ：ナウゼリン（飲薬・座薬）など
3）解熱剤：カロナール（内服）・アンヒバ（座薬）など
4）腸の動きを整えるお薬：ロートエキスなど
5）下痢の激しい場合に限り、適量の下痢止め
6）この他、漢方薬や、お尻のただれを防ぐ軟膏など

登園・登校は             

　感染性胃腸炎（ウイルス性急性胃腸炎）による
登園・登校停止期間は「下痢・嘔吐などの主要症
状の消失まで」とされています。
　ただし、糞便からのウイルス排出は臨床症状
が消退後2～7日間継続します。症状消退後も手
洗いの励行など感染予防に努めてください。

電子顕微鏡で見たロタウイルス

乳児用イオン飲料の例

詳しくは診察の際、医師にお尋ねください

1）感染した人の便や吐物に触れた手指を介しての糞口感染
2）おもちゃや衣類などを介しての間接接触感染
3）感染した人が十分に手を洗わず調理した食品を食べた場合
4）特にノロウイルスに関しては、カキ、アサリ、シジミなどウイルスで汚染された貝類を食べることによる食中毒



　一次感染の予防には食品の加熱が有効で、ノロウイルスの場合、85℃で１分間以上の加熱が推奨され
ています。調理器具も85℃以上の熱湯で消毒するか、0.05-0.1％次亜塩素酸ナトリウムで消毒します。
　家族に患者がいる場合、下痢などの症状消退後もしばらくは糞便からのウイルス排出が続くので、以下
のような対応が推奨されています。

1）吐物やオムツを処理する際には使い捨ての手袋を使用し、用便後や調理前の手洗いを徹底する。
2）殺菌には熱湯あるいは0.05から0.1％の次亜塩素酸ナトリウムを使用します。
　市販の塩素系漂白剤なら50倍から100倍に薄めて使用します。
3）おもちゃ、衣類、タオル等には熱湯（85℃以上）で１分以上の加熱が有効です。
4）吐物の跡は、下記の0.05-0.1％次亜塩素酸ナトリウム液を吹きかけて消毒する。
5）ウイルスは乾燥すると空気中に漂うので、消毒前に便や嘔吐物を乾燥させない。

ウイルス性急性胃腸炎の予防法               

ウイルス同定検査について                
「○○医院でノロウイルスと言われたのですが、本当にノロウイルスでしょうか？」という患者さんが多
いのですが、遺伝子学的・免疫学的検査でウイルスを同定しない限り、ノロウイルスとは特定できませ
ん。また、ウイルス性急性胃腸炎は対症療法が主体ですので、わざわざこのような検査をしてまで、ウイ
ルスを特定する必要性がありません。その時々の流行状況からみて「恐らく、ノロウイルスだろう」と、そ
の先生はおっしゃっているわけで、それで充分だろうと思います。
　社会的な要請により、どんなウイルスのせいで胃腸炎を起こしているのかを知りたい場合には、糞
便を御家族もしくは自分で採取していただければノロウイルス・ロタウイルス・アデノウイルスについて
は検査が可能です（ノロウイルスについては自費）。検査の結果がでるまでには2～7日間を必要としま
す。15分間ほどで結果の出る迅速診断キットも存在しますが、院内感染や検査感度などの問題から、当
診療所には備えておりません。
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どうして何度もかかるの？

それぞれのウイルスの特徴             
＊ノロウイルス
　かつては「ノーウォークウイルス」あるいは「小型球形ウイルス」と呼ばれ
ていたもので、小児から高齢者まで全ての年齢層で発症します。潜伏期間は
24-48時間とされます。冬場に流行することが多く、ひとたび流行すると、間接
接触感染や飛沫感染で一気に流行が拡大します。糞便からのウイルス排出
期間は臨床症状が消退後2～7日間とされます。ただし症状消退後12日以上
（時には二ヶ月以上）にわたり糞便からノロウイルス遺伝子が検出されるケ
ースも報告されています。食品などを扱われる職業の方は会社の内規に従っ
てください。
＊ロタウイルス
　７群（Ａ～Ｇ群）に分類され、人に胃腸炎を起こすのはＡ，Ｂ，Ｃ群です。嘔
吐下痢症の原因となるのは主にＡ群ですが、このＡ群にも数種の血清型が
あります。概ね5歳までの小児が発症し、6-24ヶ月の乳幼児では典型的な白
色便、頻回の水様便などの症状を伴います。潜伏期間は24-72時間、糞便か
らのウイルス排出期間は臨床症状が消退後2-7日間とされます。
＊アデノウイルス
　アデノウイルスの血清型は49種に分類されていますが、主に胃腸炎を起こ
すウイルスは F 群に分類されています。アデノウイルスによる胃腸炎は春か
ら秋に多く、潜伏期間は約7日間です。ウイルスの排泄は発症後 10-14 日間
続きます。発熱の頻度は30％程度で，嘔吐は約半数に認められます。ロタウ
イルスやノロウイルスによる胃腸炎と比べて軽症の場合が多いようです。

それぞれのウイルスには
亜型といって、たくさん血清型
の違うウイルスが存在します（
ノロウイルスには300種類以
上）。
このためひとつのウイルス

に対する免疫が成立しても、他
の血清型のウイルスには感染
してしまいます。
また、ウイルス性胃腸炎は

感染してから治癒までの期間
が短いのでこの免疫自体も成
立しづらい、とされています。
同種のウイルスへの感染

を繰り返すうちに、症状は次第
に軽症となります。


